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小樽カントリー倶楽部 旧コース
（小樽市）

　本コースは、1928( 昭和 3) 年に有志が牧場の草地をコースとして開
設したもので、国内に現存するゴルフ場の中でも、十数番目の古さを
誇っている。多くの大会が開かれる北海道のゴルフ発展の礎となった
クラブであり、現在も国内外のゴルファー達に愛され続けている歴史
あるコースである。
　周囲は海岸とカシワを主体にした自然林に縁取られ、フェアウェイ
は海風にさらされる。ラフの植生は放牧地の頃から変わらず、日本の
北限に分布するノシバである。その来歴はゴルフ発祥の地である英国
のものに近く、荒涼とした自然的な美しさを見せる景観は、自然と人
間との営み、特に風土とスポーツの結びつきを強く考えさせる貴重な
ものとなっている。

ゴルフの原点を偲ぶことができる

1961( 昭和 36) 年完成の四代目クラブハウス

カシワの海岸林が、そのままコース内に取り込まれている

小樽市

ラフの芝は、ここが我が国の北限とされるノシバからなっている

概　要
名　　称

所 在 地 小樽市銭函 3 丁目 177

管 理 者 小樽ゴルフ場

規 　 模 9 ホール、パー 36、3,133 ヤード

小樽カントリー倶楽部 旧コース

種 別 等 ゴルフ場

開 設 年 1928( 昭和 3) 年

整 備 年
開設当初は 3 ホールしかなかったが、少しずつ
拡張して 9 ホールとなり、1965( 昭和 40) 年頃
に現在の場所となった。


